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前期末は「実りの秋」のはじまり ～勉強も部活も文化祭も全力で。 

 ９月、津高は前期末を迎え、生徒たちは夏休みの成果を学習でも部活動でも発揮す

る時期です。また、学校見学会や文化祭等、地域のみなさまや中学生に対して学校を

開放し、ありのままの津高を見て、感じていただく時でもあります。８月 29・30日

の学校見学会には、のべ約 1000人の参加がありました。（文化祭：邦楽部コンサート） 

 

９月７日～９日に生徒会主催の「津高文化祭」を開催。７日には県総合文

化センターで非公開の部、９日には津高で一般公開の部を催しました。 

部活動・有志の演技に大いに盛り上がる～非公開（７日） 

午前中は吹奏楽部の華やかな演奏で

演技はスタートしました。その後音楽

部がコンテストで入賞した作品を披露。

有志によるピアノとバイオリンの演奏

に続いて邦楽部が優雅な琴の合奏を行

いました。 

 午後は、軽音楽部、演劇同好会、ダ

ンス部、ジャグリング部と多彩な演技

が舞台で繰り広げられました。トリは

今年も教員劇。コミカルな演技に会場

は笑顔いっぱいになりました。 

クラスの団結をアピール～公開（９日） 

クラスやクラブの協力、団結を意識し

た本年度文化祭テーマ「結（ゆい）」。 

美術部がデザインし、生徒会とともに制

作、設営されたアーチ門には朝から多く

の来場者がありました。 

 クラスやクラブの展示やイベント、美術

や書道の作品展示、食品の模擬店やＰＴＡ

主催の喫茶等、生徒を中心に、保護者、教

員も一体となって取り組み、文化祭は多彩

なものになりました。体育館や武道場では

有志のバンドや吹奏楽、音楽部のコンサー

トも開催されました。中庭での書道部の恒

例のパフォーマンスには多くの人が足を

とめ、その迫力に見入っていました。 

テーマは「結」～２０１８文化祭、つながりを大切に  

 
これからの三重を考える体験 

みえ高校生県議会（８月 21日） 

 

県内の高校生が県議会活動を体験する「み

え高校生県議会」が県議会議事堂で開催さ

れ、11 校、40 人が県議会議員に対して質問

を行いました。 

 津高校からは２年生４人が参加、「三重に

おける国際交流の推進」について質問に立ち

ました。教育の分野、特に英語教育に携わる

外国人を積極的に活用して、高校生が英語だ

けでなく、多様性について学ぶことの意義を

具体的なデータや図表を交えて訴えました。 

 他の高校からは、三重県南部の活性化や人

口減少、防災意識の向上等の質問があり、参

加者との交流を通して、三重のこれからを考

えるうえで、大いに刺激となりました。
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８月 28 日に 1 年生の「ＳＳ探究活動Ⅰ」において、三重大学の和田

正法先生（教養教育院）による「レポート・論文の書き方のコツ」につ

いての講義（２回の内の第 1回）がありました。探究活動をすすめるう

えでの実用的な文章表現を身につけることが目的です。 

講義に先立ち、生徒たちは夏休み

の課題として、400字程度の「書評」

を書きました。和田先生のこの日の

講義を受けて、今後、お互いの書評

を読んで、評価を行います。 

和田先生が強調されたのは、読者が

理解しやすい文章を書くこと、具体的には、「主張をまず述べ

て、後で丁寧に説明を加える」という大原則でした。具体的

で身近な例を示しながら、生徒たちと対話しながら講義が進

められ、生徒たちの理解は深まり、今後の相互評価の基礎づ

くりができました。 

 ８月 22 日、「津高入門講座」を三重県

総合文化センターで開催し、約 900人の

中学生、保護者、教育関係者の参加があ

りました。 

 冒頭、ラグビー部員の応援団による中

学生へのエール、音楽部の合唱の後、生徒の寸劇による学

校紹介が行われました。勉強だけでなく、さまざまなこと

に挑戦する生徒の姿や学校行事等の紹介が行われ、参加者

から「とてもよくわかった」と多くの感想を頂きました。

ロビーでは部活動やＳＳＨのポスターも展示されました。 

                   

  

８月 24日、津都ホテルで 2021年「三重とこわ

か国体・三重とこわか大会」津市準備委員会の第

１回総会が開催されました。当日は大会ＰＲイベ

ントとしてイメージソング、ダンスが披露され、

本校のダンス部がマスコ

ットキャラクターの「とこ

まる」とともに、元気いっ

ぱいのダンスパフォーマ

ンスを行いました。 

 

7月 11日、全校で「性の多様性」について考え

９月 20日、津租税教育

推進協議会主催の「租

税教室」が１年生の家

庭科の授業の中で開催

されました。成人年齢

が引き下げとなる中で、

国の基本になる租税の意義や役割を理解する目的

で行われる取組は３年目。講師の吉田威久税理士

は身近な具体例をあげ、国の財政、税の種類、租

税制度の意義や役割についてお話されました。 

「探究」のための文章表現を学ぶ ＳＳ探究活動Ⅰ 

生徒による津高の魅力発信 高校生活入門講座 

部活動等の成果報告 

 ボート部 

・アジアジュニアボート選手権 

 （６月：韓国、忠州） 

 舵手つきクォドルプル ３位 

 中尾 咲月 選手（３年） 

・Ｕ19世界選手権（チェコ）出場 

 硬式テニス部 

・三重県高等学校テニス選手権大会 

 女子団体 第４位 

 男子団体 第６位 

・三重県高等学校テニス新人戦 

 女子団体 第８位 

 音楽部 

第 58回三重県合唱コンクール 

金賞：県代表に 

全日本合唱連盟理事賞も受賞 

 ＳＳＣ等 

・数学甲子園 2018予選出場 

 第 1 回より 11回連続出場 

・H30 年度 SSH生徒研究発表会 

 ポスター発表賞、生徒投票賞 

 ボーリング 

・高体連全国選抜大会兼第３３回東

海北信越高等学校選手権大会 

 女子２人チーム戦：３位 

 山下実沙稀（１年） 

「三重とこわか国体」ＰＲ～ダンス部が活躍 税の役割や意義を身近に～租税教室 


